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(57)【要約】
【課題】コストの増大を抑制しながらガンマ補正電圧の
設定の柔軟性を高くすることができるガンマ補正電圧発
生回路を提供する。
【解決手段】ガンマ補正電圧発生回路は、温度と第１～
第Ｎ（Ｎは３以上の自然数）のガンマ補正電圧を示すＮ
個のデジタルデータとの関係を示すルックアップテーブ
ルを不揮発的に記憶するメモリ１と、レジスタ５Ｂと、
取得した温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正電
圧を示すＮ個のデジタルデータをメモリ１から読み出し
てレジスタ５Ｂに保持させる制御部（Ａ／Ｄ変換器２、
温度情報監視回路３、選択回路４、及び一時レジスタ５
Ａ）と、レジスタ５Ｂが保持しているＮ個の前記デジタ
ルデータをそれぞれアナログ電圧に変換するＮ個のＤ／
Ａ変換器６＿１～６＿Ｎとを備える。
【選択図】図１



(2) JP 2017-194590 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温度と第１～第Ｎ（Ｎは３以上の自然数）のガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデー
タとの関係を示すルックアップテーブルを不揮発的に記憶するメモリと、
　レジスタと、
　取得した温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータ
を前記メモリから読み出して前記レジスタに保持させる制御部と、
　前記レジスタが保持しているＮ個の前記デジタルデータをそれぞれアナログ電圧に変換
するＮ個のＤ／Ａ変換器とを備えることを特徴とするガンマ補正電圧発生回路。
【請求項２】
　前記メモリ及び前記制御部と外部とのデータ通信を行うための通信経路上に設けられる
スイッチを備え、
　前記スイッチがオフ状態である場合に、前記メモリと前記制御部とのデータ通信は可能
であるが、前記メモリ及び前記制御部と外部とのデータ通信が不可能になり、
　前記スイッチがオン状態である場合に、前記メモリと前記制御部とのデータ通信並びに
前記メモリ及び前記制御部と外部とのデータ通信が可能である請求項１に記載のガンマ補
正電圧発生回路。
【請求項３】
　前記スイッチは、前記レジスタ、前記制御部、及び前記Ｄ／Ａ変換器と同一の半導体チ
ップに集積化される請求項２に記載のガンマ補正電圧発生回路。
【請求項４】
　前記メモリは、第１の半導体チップに集積化され、
　前記レジスタ、前記制御部、及び前記Ｄ／Ａ変換器は、第２の半導体チップに集積化さ
れ、
　前記第１の半導体チップ及び前記第２の半導体チップは、同一の半導体パッケージに収
容される請求項１～３のいずれか一項に記載のガンマ補正電圧発生回路。
【請求項５】
　前記第１の半導体チップは前記第２の半導体チップ上に載置される請求項４に記載のガ
ンマ補正電圧発生回路。
【請求項６】
　前記第１の半導体チップに接続される導電部材は全て前記第２の半導体チップに接続さ
れる請求項４または請求項５に記載のガンマ補正電圧発生回路。
【請求項７】
　前記制御部は、取得した前記温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ
個のデジタルデータを所定の周期で前記メモリから読み出す請求項１～６のいずれか一項
に記載のガンマ補正電圧発生回路。
【請求項８】
　取得した前記温度情報の変化が所定の条件に達した場合には前記所定の周期のタイミン
グでなくても、前記制御部は、取得した前記温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正
電圧を示すＮ個のデジタルデータを前記メモリから読み出す請求項７に記載のガンマ補正
電圧発生回路。
【請求項９】
　表示パネルと、
　前記表示パネルを駆動する駆動回路と、
　前記駆動回路にガンマ補正電圧を供給する請求項１～８のいずれか一項に記載のガンマ
補正電圧生成回路とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の表示装置を備えることを特徴とする車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示パネルのガンマ補正のための電圧を生成するガンマ補正電圧発生回路に
関する。
【背景技術】
【０００２】
  一般的な表示装置は、表示パネルと、表示パネルを駆動するためのゲートドライバ及び
ソースドライバとを備える。表示パネルは、複数のデータ線と、複数のデータ線と直交す
るように配置される複数の走査線と、データ線および走査線の交点にマトリクス状に配置
された複数の画素回路とを備える。ゲートドライバは、表示パネルの複数の走査線を順次
選択する。ソースドライバは、階調電圧（発光階調に応じたアナログ電圧）を表示パネル
の各データ線に印加して表示パネルの各データ線を駆動する。
【０００３】
　表示パネルの色あいと表示パネルの各データ線に印加される電圧との関係は、線形特性
ではなく図９に示すようなガンマ曲線特性を有する。このような表示パネルのガンマ曲線
特性は、個々の表示パネルでそれぞれ異なる。さらに表示パネルのガンマ曲線特性は、同
一の表示パネルであっても表示パネルの温度が変われば、その温度変化に応じて変化する
。
【０００４】
　そのため表示装置では表示パネルのガンマ曲線特性に応じたガンマ補正が通常行われる
。ガンマ補正は、ガンマ補正電圧発生回路を表示装置に設け、ガンマ補正電圧発生回路か
ら出力されるガンマ補正電圧に基づいてソースドライバが各階調電圧を生成することで、
実現することができる。
【０００５】
　図１０は一般的なガンマ補正電圧発生回路の構成を示す図である。図１０に示すガンマ
補正電圧発生回路は、メモリ１０１と、第１のレジスタ１０２と、第２のレジスタ１０３
と、Ａ／Ｄ変換器１０４と、温度情報監視回路１０５と、選択回路１０６と、第１～第Ｎ
（Ｎは３以上の自然数）のＤ／Ａ変換器１０７＿１～１０７＿Ｎと、第１～第Ｎの出力ア
ンプ１０８＿１～１０８＿Ｎとを備える。第１のレジスタ１０２、第２のレジスタ１０３
、Ａ／Ｄ変換器１０４、温度情報監視回路１０５、選択回路１０６、第１～第ＮのＤ／Ａ
変換器１０７＿１～１０７＿Ｎ、及び第１～第Ｎの出力アンプ１０８＿１～１０８＿Ｎは
、半導体パッケージ１０９内に収容される。メモリ１０１と半導体パッケージ１０９とは
、バスによってデータ通信可能に接続される。メモリ１０１及び半導体パッケージ１０９
はバスによって他のデバイスともデータ通信可能である。
【０００６】
　メモリ１０１は、第１の温度以下における第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデ
ジタルデータと、第１の温度より高い第２の温度以上における第１～第Ｎのガンマ補正電
圧を示すＮ個のデジタルデータとを不揮発的に記憶する。第１のレジスタ１０２は、メモ
リ１０１から読み出される第１の温度以下における第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ
個のデジタルデータを保持する。第２のレジスタ１０３は、メモリ１０１から読み出され
る第２の温度以上における第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータを保
持する。
【０００７】
　Ａ／Ｄ変換器１０４は、外部から供給される温度情報（アナログデータ）をデジタルデ
ータに変換して温度情報監視回路１０５に出力する。温度情報監視回路１０５は、温度情
報のデジタルデータを周期的に選択回路１０６に出力する。
【０００８】
　選択回路１０６は、温度情報監視回路１０５から通知される温度情報が第１の温度以下
を示していれば、第１のレジスタ１０２から読み出した第１の温度以下における第Ｋ（Ｋ
はＮ以下の自然数）のガンマ補正電圧を示すデジタルデータを第ＫのＤ／Ａ変換器１０７
＿Ｋに出力する。
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【０００９】
　また選択回路１０６は、温度情報監視回路１０５から通知される温度情報が第２の温度
以上を示していれば、第２のレジスタ１０３から読み出した第２の温度以上における第Ｋ
（ＫはＮ以下の自然数）のガンマ補正電圧を示すデジタルデータを第ＫのＤ／Ａ変換器１
０７＿Ｋに出力する。
【００１０】
　また選択回路１０６は、温度情報監視回路１０５から通知される温度情報が第１の温度
より高く第２の温度より低い温度を示していれば、温度情報監視回路１０５から通知され
る温度情報が示す温度における第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータを、第１の温
度以下における第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータと、第２の温度以上における
第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータとから求め、その求めたデジタルデータを第
ＫのＤ／Ａ変換器１０７＿Ｋに出力する。
【００１１】
　第ＫのＤ／Ａ変換器１０７＿Ｋは、選択回路１０６から送られてくるデジタルデータを
第Ｋのガンマ補正電圧（アナログ電圧）に変換し、その変換した第Ｋのガンマ補正電圧を
第Ｋの出力アンプ１０８＿Ｋに出力する。
【００１２】
　第Ｋの出力アンプ１０８＿Ｋは電流増幅アンプである。したがって、第Ｋの出力アンプ
１０８＿Ｋは第Ｋのガンマ補正電圧を出力する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平６－６２４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上述した通り図１０に示すガンマ補正電圧発生回路では、温度情報監視回路１０５から
通知される温度情報が第１の温度より高く第２の温度より低い温度を示していれば、温度
情報監視回路１０５から通知される温度情報が示す温度における第Ｋのガンマ補正電圧を
示すデジタルデータを、第１の温度以下における第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデ
ータと、第２の温度以上における第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータとから求め
ている。このため、第１の温度より高く第２の温度より低い温度における第Ｋのガンマ補
正電圧を示すデジタルデータの値は、温度変化に応じて一方向に変化（例えば図１１に示
すように温度上昇に応じて増加）するようにしか設定することができなかった。
【００１５】
　第１の温度より高く第２の温度より低い温度におけるガンマ補正電圧の設定の柔軟性を
高める方策として、第１の温度より高く第２の温度より低い温度の範囲を複数のサブ範囲
に分け、サブ範囲における第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータをレ
ジスタに保持させる構成が考えられる。しかしながら、この構成ではサブ範囲の個数分だ
けレジスタサイズが増加することになり、コストが大幅に増大するという新たな問題が発
生する。
【００１６】
　なお、特許文献１で開示されているガンマ補正回路は、ブライドの制御電圧により適応
的にガンマ補正データの補正係数を可変するものであって、温度に応じてガンマ補正電圧
の値を変えるものではない。
【００１７】
　本発明は、上記の状況に鑑み、コストの増大を抑制しながらガンマ補正電圧の設定の柔
軟性を高くすることができるガンマ補正電圧発生回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
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　本明細書中に開示されているガンマ補正電圧発生回路は、温度と第１～第Ｎ（Ｎは３以
上の自然数）のガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータとの関係を示すルックアップ
テーブルを不揮発的に記憶するメモリと、レジスタと、取得した温度情報に対応する第１
～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータを前記メモリから読み出して前記レ
ジスタに保持させる制御部と、前記レジスタが保持しているＮ個の前記デジタルデータを
それぞれアナログ電圧に変換するＮ個のＤ／Ａ変換器とを備える構成（第１の構成）であ
る。
【００１９】
　また上記第１の構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記メモリ及び前記制御部と
外部とのデータ通信を行うための通信経路上に設けられるスイッチを備え、前記スイッチ
がオフ状態である場合に、前記メモリと前記制御部とのデータ通信は可能であるが、前記
メモリ及び前記制御部と外部とのデータ通信が不可能になり、前記スイッチがオン状態で
ある場合に、前記メモリと前記制御部とのデータ通信並びに前記メモリ及び前記制御部と
外部とのデータ通信が可能である構成（第２の構成）にしてもよい。
【００２０】
　また上記第２の構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記スイッチは、前記レジス
タ、前記制御部、及び前記Ｄ／Ａ変換器と同一の半導体チップに集積化される構成（第３
の構成）にしてもよい。
【００２１】
　また上記第１～第３いずれかの構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記メモリは
、第１の半導体チップに集積化され、前記レジスタ、前記制御部、及び前記Ｄ／Ａ変換器
は、第２の半導体チップに集積化され、前記第１の半導体チップ及び前記第２の半導体チ
ップは、同一の半導体パッケージに収容される構成（第４の構成）にしてもよい。
【００２２】
　また上記第４の構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記第１の半導体チップは前
記第２の半導体チップ上に載置される構成（第５の構成）にしてもよい。
【００２３】
　また上記第４又は第５の構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記第１の半導体チ
ップに接続される導電部材は全て前記第２の半導体チップに接続される構成（第６の構成
）にしてもよい。
【００２４】
　また上記第１～第６いずれかの構成のガンマ補正電圧発生回路において、前記制御部は
、取得した前記温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデ
ータを所定の周期で前記メモリから読み出す構成（第７の構成）にしてもよい。
【００２５】
　また上記第７の構成のガンマ補正電圧発生回路において、取得した前記温度情報の変化
が所定の条件に達した場合には前記所定の周期のタイミングでなくても、前記制御部は、
取得した前記温度情報に対応する第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデー
タを前記メモリから読み出す構成（第８の構成）にしてもよい。
【００２６】
　本明細書中に開示されている表示装置は、表示パネルと、前記表示パネルを駆動する駆
動回路と、前記駆動回路にガンマ補正電圧を供給する上記第１～第８いずれかの構成のガ
ンマ補正電圧生成回路とを備える構成（第９の構成）である。
【００２７】
　本明細書中に開示されている車両は、上記第９の構成の表示装置を備える構成（第１０
の構成）である。
【発明の効果】
【００２８】
　本明細書中に開示されているガンマ補正電圧発生回路によれば、コストの増大を抑制し
ながらガンマ補正電圧の設定の柔軟性を高くすることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】ガンマ補正電圧発生回路の構成例を示す図
【図２】メモリによって記憶されるルックアップテーブルを模式的に示す図
【図３】ガンマ補正電圧発生回路の動作例を示すフローチャート
【図４】温度とガンマ補正電圧を示すデジタルデータの値との関係を示す図
【図５】ガンマ補正電圧発生回路を収容する半導体パッケージの一構造例を示す断面図
【図６】液晶表示装置の概略構成例を示す図
【図７】液晶表示装置を搭載した車両の一構成例を示す外観図
【図８】車載用液晶表示装置の一例を示す外観図
【図９】表示パネルの色あいと印加電圧との関係を示す図
【図１０】一般的なガンマ補正電圧発生回路の構成を示す図
【図１１】温度とガンマ補正電圧を示すデジタルデータの値との関係を示す図
【発明を実施するための形態】
【００３０】
＜ガンマ補正電圧発生回路＞
　図１はガンマ補正電圧発生回路の構成例を示す図である。図１に示すガンマ補正電圧発
生回路は、メモリ１と、Ａ／Ｄ変換器２と、温度情報監視回路３と、選択回路４と、一時
レジスタ５Ａと、レジスタ５Ｂと、第１～第Ｎ（Ｎは３以上の自然数）のＤ／Ａ変換器６
＿１～６＿Ｎと、第１～第Ｎの出力アンプ７＿１～７＿Ｎと、スイッチ８とを備える。メ
モリ１、Ａ／Ｄ変換器２、温度情報監視回路３、選択回路４、一時レジスタ５Ａ、レジス
タ５Ｂ、第１～第ＮのＤ／Ａ変換器６＿１～６＿Ｎ、第１～第Ｎの出力アンプ７＿１～７
＿Ｎ、及びスイッチ８は、半導体パッケージ９内に収容される。メモリ１と選択回路４と
は、Ｉ２Ｃ等のバスによってデータ通信可能に接続される。メモリ１及び選択回路４はス
イッチ８がオン状態である場合にＩ２Ｃ等のバスによって他のデバイスともデータ通信可
能である。
【００３１】
　メモリ１は、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-Only M
emory）のようなデータの書き換えが可能な不揮発性メモリであって、温度と第１～第Ｎ
のガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータとの関係を示すルックアップテーブルを不
揮発的に記憶する。
【００３２】
　図２は、メモリ１によって記憶されるルックアップテーブルを模式的に示す図である。
図２中のＤ（１）は第１のガンマ補正電圧を示すデジタルデータであって、図２において
区分けされた温度範囲毎に異なる値を取り得る。同様に、図２中のＤ（２）は第２のガン
マ補正電圧を示すデジタルデータであって、図２において区分けされた温度範囲毎に異な
る値を取り得る。同様に、図２中のＤ（Ｎ）は第Ｎのガンマ補正電圧を示すデジタルデー
タであって、図２において区分けされた温度範囲毎に異なる値を取り得る。
【００３３】
　Ａ／Ｄ変換器２は、外部から供給される温度情報（アナログデータ）を周期的にデジタ
ルデータに変換して温度情報監視回路３に出力する。Ａ／Ｄ変換器２におけるＡ／Ｄ変換
の周期は、例えば数十ｍｓ～数百ｍｓが想定されるが、この範囲に限定されるものではな
い。外部から供給される温度情報（アナログデータ）は、ガンマ補正の対象である表示パ
ネルの近傍に設けられた温度センサの出力信号であることが望ましいが、例えば図１に示
すガンマ補正電圧発生回路が車載用表示装置に組み込まれる場合には車内温度検出用温度
センサの出力信号であっても良い。
【００３４】
　温度情報監視回路３は、温度情報のデジタルデータを所定の周期で選択回路４に出力す
る。さらに温度情報監視回路３は、外部から供給される温度情報の変化が所定の条件に達
した場合には所定の周期のタイミングでなくても、温度情報のデジタルデータを選択回路
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４に出力する。外部から供給される温度情報の変化が所定の条件に達した場合の例として
は、温度情報監視回路３が最後に選択回路４に出力した温度情報のデジタルデータが示す
温度と、温度情報監視回路３が取得した温度情報のデジタルデータが示す温度との差が所
定値以上になった場合を挙げることができる。この例では、温度情報監視回路３は、最後
に選択回路４に出力した温度情報のデジタルデータを保持する保持部と、最後に選択回路
４に出力した温度情報のデジタルデータが示す温度と、温度情報監視回路３が取得した温
度情報のデジタルデータが示す温度との差が所定値以上であるか否かを判定する判定部と
を備える構成にすれば良い。
【００３５】
　選択回路４は、温度情報監視回路３から通知される温度情報に対応する第１～第Ｎのガ
ンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータをメモリ１から読み出して一時レジスタ５Ａに
保持させる。一時レジスタ５Ａによって保持されているデータは、外部トリガ信号に同期
してレジスタ５Ｂに反映される。外部トリガ信号としては、例えば表示パネルにおけるパ
ネルフレーム周期と同一周期であるＳＴＶ（Start Vertical）信号を用いることができる
が、ＳＴＶ信号に限定されるものではない。レジスタ５Ｂは、保持している第Ｋのガンマ
補正電圧を示すデジタルデータを第ＫのＤ／Ａ変換器６＿Ｋに送る。
【００３６】
　第ＫのＤ／Ａ変換器６＿Ｋは、レジスタ５Ｂから送られてくるデジタルデータを第Ｋの
ガンマ補正電圧（アナログ電圧）に変換し、その変換した第Ｋのガンマ補正電圧を第Ｋの
出力アンプ７＿Ｋに出力する。
【００３７】
　第Ｋの出力アンプ７＿Ｋは電流増幅アンプである。したがって、第Ｋの出力アンプ７＿
Ｋは第Ｋのガンマ補正電圧を出力する。
【００３８】
　次に、以上のような構成である図１に示すガンマ補正電圧発生回路の動作例について図
３のフローチャートを参照して説明する。
【００３９】
　温度情報監視回路３は、温度情報のデジタルデータを選択回路４に出力する（ステップ
Ｓ１０）。その後、選択回路４は、温度情報監視回路５から通知される温度情報に対応す
る第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータをメモリ１から読み出して一
時レジスタ５Ａに保持させる（ステップＳ２０）。ステップＳ２０に続くステップＳ３０
において、外部トリガ信号との同期タイミング（例えばＳＴＶ信号の立ち上がりエッジタ
イミング）が到来するまでステップＳ４０への移行を待機する。外部トリガ信号との同期
タイミングが到来すれば（ステップＳ３０のＹＥＳ）、一時レジスタ５Ａによって保持さ
れているデータはレジスタ５Ｂに反映される（ステップＳ４０）。すなわち、一時レジス
タ５Ａによって保持されているデータは外部トリガ信号に同期してレジスタ５Ｂに反映さ
れる。図１に示すガンマ補正電圧発生回路の出力切替が表示パネルに映し出される映像に
悪影響を及ぼすことを、ステップＳ３０及びＳ４０の処理を実行することによって抑える
ことができる。なお、映像品質が多少悪化するけれども、一時レジスタ５Ａを設けない構
成とし、ステップＳ３０及びＳ４０の処理を実行しないことも可能である。
【００４０】
　ステップＳ４０に続くステップＳ５０において、温度情報監視回路３は、内蔵タイマに
よる計時を開始する。その後、温度情報監視回路３は、計時を開始してから所定の周期時
間が経過したか否かを判定する（ステップＳ６０）。
【００４１】
　計時を開始してから所定の周期時間が経過したと判定された場合（ステップＳ６０のＹ
ＥＳ）、ステップＳ８０に移行する。
【００４２】
　一方、計時を開始してから所定の周期時間が経過していないと判定された場合（ステッ
プＳ６０のＮＯ）、温度情報監視回路３は、外部から供給される温度情報の変化が所定の
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条件に達したか否かを判定する（ステップＳ７０）。外部から供給される温度情報の変化
が所定の条件に達したと判定された場合（ステップＳ７０のＹＥＳ）、ステップＳ８０に
移行する。外部から供給される温度情報の変化が所定の条件に達していないと判定された
場合（ステップＳ７０のＮＯ）、ステップＳ６０に戻る。
【００４３】
　ステップＳ８０において、温度情報監視回路３の内蔵タイマによる計時を終了して温度
情報監視回路３の内蔵タイマをリセットする。ステップＳ８０の処理が終わると、ステッ
プＳ１０に戻る。
【００４４】
　レジスタ５Ｂは、図３のフローチャートによる動作が行われている間常時、保持してい
る第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータを第ＫのＤ／Ａ変換器６＿Ｋに送る。第Ｋ
のＤ／Ａ変換器６＿Ｋは、図３のフローチャートによる動作が行われている間常時、レジ
スタ５Ｂから送られてくるデジタルデータを第Ｋのガンマ補正電圧（アナログ電圧）に変
換し、その変換した第Ｋのガンマ補正電圧を第Ｋの出力アンプ７＿Ｋに出力する。第Ｋの
出力アンプ７＿Ｋは、図３のフローチャートによる動作が行われている間常時、第Ｋのガ
ンマ補正電圧を出力する。
【００４５】
　以上において説明した図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、温度と第１～第Ｎのガン
マ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータとの関係を示すルックアップテーブルを不揮発的
に記憶するメモリ１を備える。これにより、図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、図１
０に示すガンマ補正電圧発生回路のように第１の温度より高く第２の温度より低い温度に
おける第Ｋのガンマ補正電圧を示すデジタルデータの値は、温度変化に応じて一方向に変
化するようにしか設定することができないという制約を有していない。すなわち、図１に
示すガンマ補正電圧発生回路は、ガンマ補正電圧の設定の柔軟性を高くすることができる
。
【００４６】
　例えば、一つのガンマ補正電圧は図４中の太実線で示すように温度変化に応じて一方向
に変化する（極値が存在しないように変化する）設定とし、もう一つのガンマ補正電圧は
図４中の細実線で示すように温度変化に応じて極小値と極大値がそれぞれ一つずつ存在す
るように変化する設定とすることができる。なお、図４に示していない（Ｎ－２）個のガ
ンマ補正電圧についても図４に示した２個のガンマ補正電圧の温度変化に応じた設定とは
独立して自由に設定することができる。
【００４７】
　また、図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、図１０に示すガンマ補正電圧発生回路と
比較してレジスタサイズが減少する構成であるため、コストの増大を抑制しながらガンマ
補正電圧の設定の柔軟性を高くすることができる。なお、図１に示すガンマ補正電圧発生
回路は、図１０に示すガンマ補正電圧発生回路と比較してメモリサイズが増加する構成で
あるが、一般的にメモリは集積化が容易であるため、図１０に示すガンマ補正電圧発生回
路に対する図１に示すガンマ補正電圧発生回路のメモリサイズの増加程度であれば、メモ
リサイズの増加にほとんど影響を与えない。
【００４８】
　さらに、図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、通常の使用状態ではスイッチ８をオフ
状態にしている。これにより、図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、図１０に示すガン
マ補正電圧発生回路では起こり得たメモリ－レジスタ間のデータ通信とメモリ－他のデバ
イス間のデータ通信との競合を回避している。すわなち、図１に示すガンマ補正電圧発生
回路は、通常の使用状態において、メモリ１－選択回路４間のデータ通信を確実に行うこ
とができる。なお、図１に示すガンマ補正電圧発生回路の工場出荷時などにおいて、温度
と第１～第Ｎのガンマ補正電圧を示すＮ個のデジタルデータとの関係を示すルックアップ
テーブルをメモリ１に書き込む際には、スイッチ８をオン状態にするためのスイッチ制御
信号を外部から図１に示すガンマ補正電圧発生回路に与えて、スイッチ８を一時的にオン
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状態にすれば良い。
【００４９】
　ここで、図１に示すガンマ補正電圧発生回路を収容する半導体パッケージ９の構造例に
ついて説明する。図５は、図１に示すガンマ補正電圧発生回路を収容する半導体パッケー
ジ９の一構造例を示す断面図である。
【００５０】
　半導体パッケージ９は、第１の半導体チップＣ１と、第２の半導体チップＣ２と、複数
のＡｕワイヤＷ１及びＷ２と、複数のＣｕ系ピン端子Ｐ１とを絶縁性樹脂Ｒ１で封止して
いる。なお、複数のＣｕ系ピン端子Ｐ１の下面及び一側面は外部に露出している。
【００５１】
　メモリ１は、第１の半導体チップＣ１に集積化される。Ａ／Ｄ変換器２、温度情報監視
回路３、選択回路４、一時レジスタ５Ａ、レジスタ５Ｂ、第１～第ＮのＤ／Ａ変換器６＿
１～６＿Ｎ、第１～第Ｎの出力アンプ７＿１～７＿Ｎ、及びスイッチ８は、第２の半導体
チップＣ２に集積化される。そして、第１の半導体チップＣ１は絶縁性の両面テープＴＰ
１を介して第２の半導体チップＣ２上に載置される。第１の半導体チップＣ１に接続され
るＡｕワイヤＷ１は全て第２の半導体チップＣ２に接続される。ＡｕワイヤＷ２は第２の
半導体チップＣ２とＣｕ系ピン端子Ｐ１とを接続する。
【００５２】
　このような構造により、スイッチ８をオフ状態にしていれば、メモリ１が半導体パッケ
ージ９の外部からアクセスできないようになっている。
【００５３】
＜液晶表示装置＞
　図１に示すガンマ補正電圧発生回路は、例えば液晶表示装置に組み込まれる。図６は、
液晶表示装置の概略構成例を示す図である。図６に示す液晶表示装置は、図１に示すガン
マ補正電圧発生回路と同一構成であるガンマ補正電圧発生回路１０と、液晶表示パネル１
１と、液晶表示パネル１１を駆動するためのゲートドライバ１２及びソースドライバ１３
とを備える。
【００５４】
　液晶表示パネル１１は、複数のデータ線と、複数のデータ線と直交するように配置され
る複数の走査線と、データ線および走査線の交点にマトリクス状に配置された複数の画素
回路とを備える。ゲートドライバ１２は、液晶表示パネル１１の複数の走査線を順次選択
する。ソースドライバ１３は、階調電圧（発光階調に応じたアナログ電圧）を液晶表示パ
ネル１１の各データ線に印加して液晶表示パネル１１の各データ線を駆動する。
【００５５】
　また、ソースドライバ１３は、ガンマ補正電圧発生回路１０から出力される第１～第Ｎ
のガンマ補正電圧を用いて複数の階調電圧を生成する。複数の階調電圧は、第１～第Ｎの
ガンマ補正電圧と、番号が隣接する２つのガンマ補正電圧間の複数の分圧とによって構成
される。番号が隣接する２つのガンマ補正電圧間の複数の分圧は、例えば複数の中間タッ
プを有する抵抗を設け、番号が隣接する２つのガンマ補正電圧の一方を当該抵抗の一端に
印加し、番号が隣接する２つのガンマ補正電圧の他方を当該抵抗の一端に印加し、当該抵
抗の中間タップから取り出すと良い。
【００５６】
　タイミングコントローラ１４は、ゲートドライバ１２及びソースドライバ１３の各動作
のタイミングを制御する。液晶表示パネル１１の各画素回路は、液晶層を有しており、対
応する走査線によって選択されているときに、対応するデータ線に印加される階調電圧に
応じて液晶層の透光度を可変する。
【００５７】
　図６に示す液晶表示装置は、例えば図７に示す車両Ｘに搭載される車載機器Ｘ１として
用いられる。液晶表示装置である車載機器Ｘ１は、車両Ｘの室内フロント部に設けられる
（図８参照）。液晶表示装置である車載機器Ｘ１に備えられる液晶パネルＸ１１には、例
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えばナビゲーション情報や車両後方の撮像画像などが表示される。
【００５８】
　車載用の液晶表示装置は、屋内に設置される家庭用の液晶テレビなどに比べて使用環境
の温度変化が大きいため、図１に示すガンマ補正電圧発生回路を組み込む表示装置として
好適である。なお、屋外に設けられるデジタルサイネージ及び屋外での使用が想定される
ノート型パーソナルコンピュータのモニタなども、車載用の液晶表示装置と同様に、屋内
に設置される家庭用の液晶テレビなどに比べて使用環境の温度変化が大きいため、図１に
示すガンマ補正電圧発生回路を組み込む表示装置として好適である。
【００５９】
＜その他の変形例＞
　なお、本発明の構成は、上記実施形態のほか、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変
更を加えることが可能である。
【００６０】
　上述した実施形態では、ガンマ補正電圧発生回路を液晶表示装置に適用したが、有機Ｅ
Ｌ（Organic Electro-Luminescence）表示装置などの他の表示装置に適用してもよい。
【００６１】
　また上述した実施形態では、図１に示すガンマ補正電圧発生回路にスイッチ８を設けた
が、例えば通常の使用状態ではガンマ補正電圧発生回路のバスに他のデイバスが接続され
ていない構成である場合等を想定してスイッチ８を設けない構成にしても良い。
【００６２】
　また上述した実施形態では、図３に示すフローチャートにおいてステップＳ５０を設け
たが、例えば所定の周期時間内では温度条件の変化が所定の条件に達するような急激な温
度変化が生じない場合等を想定してステップＳ５０を設けないようにしてもよい。
【００６３】
　このように、上記実施形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきであり、本発明の技術的範囲は、上記実施形態の説明ではなく、特許請求の範
囲によって示されるものであり、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内に属する全ての
変更が含まれると理解されるべきである。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明は、あらゆる分野（家電分野、自動車分野、産業機械分野など）で用いられる表
示装置に利用することが可能である。
【符号の説明】
【００６５】
　　　１　メモリ
　　　２　Ａ／Ｄ変換器
　　　３　温度情報監視回路
　　　４　選択回路
　　　５Ａ　一時レジスタ
　　　５Ｂ　レジスタ
　　　６＿１～６＿Ｎ　第１～第ＮのＤ／Ａ変換器
　　　７＿１～７＿Ｎ　第１～第Ｎの出力アンプ
　　　８　スイッチ
　　　９　半導体パッケージ
　　　１０　ガンマ補正電圧発生回路
　　　１１　液晶表示パネル
　　　１２　ゲートドライバ
　　　１３　ソースドライバ
　　　１４　タイミングコントローラ
　　　Ｃ１　第１の半導体チップ
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　　　Ｃ２　第２の半導体チップ
　　　Ｐ１　Ｃｕ系ピン端子
　　　Ｒ１　絶縁性樹脂
　　　ＴＰ１　絶縁性両面テープ
　　　Ｗ１、Ｗ２　Ａｕワイヤ
　　　Ｘ　車両
　　　Ｘ１　車載機器
　　　Ｘ１１　液晶パネル

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】
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【図９】

【図１０】



(13) JP 2017-194590 A 2017.10.26

【図１１】
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